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教
育
条
件
の
改
善
を
求

め
る
ス
タ
ー
ト
集
会
と
し

て
「
教
育
基
本
法
改
悪
反

対
、
守
っ
て
生
か
そ
う
！

９
・
３
教
育
集
会
」
が
、

京
都
ア
ス
ニ
ー
で
開
催
さ

れ
、
一
五
〇
人
を
超
え
る

教
職
員
、
父
母
な
ど
が
参

加
し
、
市
教
組
か
ら
も
二

十
人
を
超
え
る
仲
間
が
参

加
し
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
東
京
大
学

の
勝
野
正
章
氏
が
「
教
育

基
本
法
改
悪
で
学
校
が
ど

う
な
る
か
」
と
題
し
て
講

演
さ
れ
、
教
育
基
本
法
改

悪
で
権
利
と
し
て
の
教
育

が
否
定
さ
れ
、
教
育
の
商

品
化
、
市
場
化
が
加
速
さ

れ
る
と
批
判
し
ま
し
た
。

ま
た
、
教
育
基
本
法
を
生

か
し
た
学
校
づ
く
り
の
大

切
さ
を
強
調
さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
後
、
市
教
組
か

ら
市
教
委
が
す
す
め
る
教

育
基
本
法
改
悪
先
取
り
の

ト
ッ
プ
ダ
ウ
ン
の
教
育
行

政
を
批
判
し
、
廃
案
に
向

け
て
の
た
た
か
い
の
決
意

を
述
べ
ま
し
た
。
保
育
士

を
め
ざ
す
青
年
や
父
母
か

ら
の
発
言
も
あ
り
、
教
育

要
求
署
名
運
動
と
教
育
基

本
法
改
悪
法
案
の
廃
案
に

向
け
て
の
た
た
か
い
を
リ

ン
ク
さ
せ
、
た
た
か
い
を

大
き
く
そ
し
て
広
く
行
う

こ
と
の
重
要
性
が
明
ら
か

に
な
り
、
文
字
通
り
秋
か

ら
の
た
た
か
い
の
ス
タ
ー

ト
集
会
と
な
り
ま
し
た
。

集
会
後
、
各
行
政
区
ご

と
に
集
会
・
教
育
懇
談

会
・
宣
伝
活
動
な
ど
具
体

的
な
取
り
組
み
の
意
思
統

一
を
行
い
ま
し
た
。

京
都
市
職
員
の
犯
罪
・

不
祥
事
が
相
次
ぎ
、
マ
ス

コ
ミ
で
も
大
き
く
取
り
上

げ
ら
れ
、「
京
都
市
は
ど

う
な
っ
て
い
る
の
か
」
と

の
怒
り
と
驚
き
の
声
が
わ

き
上
が
っ
て
い
ま
す
。

今
回
の
犯
罪
・
不
祥
事

の
背
景
に
は
長
年
に
わ
た

っ
て
京
都
市
が
行
っ
て
き

た
歪
ん
だ
同
和
行
政
が
あ

り
ま
す
。
そ
の
一
つ
は
同

和
選
考
採
用
で
す
。
こ
れ

は
、
特
定
の
同
和
運
動
団

体
に
採
用
権
を
丸
投
げ

し
、
雇
用
者
と
し
て
の
責

任
と
主
体
性
を
放
棄
し
、

結
果
と
し
て
公
務
員
と
し

て
の
適
格
性
を
欠
く
職
員

の
採
用
に
道
を
開
い
て
き

ま
し
た
。
さ
ら
に
採
用
さ

れ
た
職
員
が
、
事
実
上
特

別
扱
い
さ
れ
、
服
務
規
律

が
徹
底
で
き
な
い
要
因
の

ひ
と
つ
に
な
り
、
行
政
サ

ー
ビ
ス
や
学
校
教
育
に
も

少
な
く
な
い
否
定
的
な
影

響
を
も
た
ら
し
て
き
ま
し

た
。
も
う
一
つ
は
「
学
力

向
上
至
上
主
義
」
方
針
に

基
づ
く
「
施
策
漬
け
」
の

同
和
教
育
で
す
。
先
日
の

市
議
会
で
は
、
自
民
党
議

員
で
す
ら
、「
セ
ン
タ
ー

学
習
は
や
め
る
べ
き
、
勉

強
し
な
く
て
も
就
職
で
き

る
と
考
え
て
い
る
人
が
い

る
」
と
そ
の
問
題
点
を
端

的
に
指
摘
し
て
い
ま
す
。

市
教
組
は
一
九
八
九
年

に
「
同
和
白
書
」
を
発
行

し
、
同
和
教
育
の
廃
止
を

求
め
ま
し
た
が
、
市
教
委

は
現
在
に
至
っ
て
も
「
セ

ン
タ
ー
学
習
」、
同
和
奨

学
金
な
ど
を
継
続
し
て
い

ま
す
。
桝
本
市
長
は
不
祥

事
問
題
に
と
ど
ま
ら
ず
、

歪
ん
だ
同
和
行
政
・
同
和

教
育
を
推
進
し
て
き
た
張

本
人
で
あ
り
、
そ
の
責
任

は
重
大
で
す
。
市
教
組
は
、

直
ち
に
声
明
を
発
表
し
、

桝
本
市
長
の
辞
任
と
あ
ら

ゆ
る
同
和
行
政
・
同
和
教

育
の
廃
止
を
求
め
て
い
ま

す
。民

主
市
政
の
会
は
、
九

月
五
日
「
市
政
問
題
連
続

講
座
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

今
起
こ
っ
て
い
る
京
都
市

職
員
の
不
祥
事
問
題
を
中

心
に
、
日
本
共
産
党
の
山

中
渡
市
会
議
員
か
ら
「
桝

本
市
政
十
年
で
市
民
の
暮

ら
し
は
ど
う
な
っ
た
か
」

と
題
し
て
、
報
告
が
行
わ

九
月
七
日
、
市
役
所
前

で
「
緊
急
街
頭
宣
伝
」
が
、

行
わ
れ
、
市
民
・
民
主
団

体
・
労
働
組
合
な
ど
か
ら

約
五
〇
〇
名
が
参
加
し
ま

し
、
桝
本
市
政
の
腐
敗
問

題
を
追
及
す
る
発
言
が
相

次
ぎ
ま
し
た
。

回
る
休
暇
制
度
の
是

正
」
を
求
め
て
き
た
こ

と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の

間
、
京
都
府
の
「
見
直

し
案
」
に
対
し
て
、
労

使
協
議
・
交
渉
が
積
み

重
ね
ら
れ
て
き
ま
し

た
。
交
渉
の
中
で
は
、

子
育
て
と
仕
事
を
両
立

さ
せ
る
た
め
に
、
こ
の

休
暇
が
大
い
に
役
立
っ

て
き
た
こ
と
を
明
ら
か

に
し
、
現
行
制
度
よ
り

後
退
さ
せ
な
い
よ
う
高

校
生
も
対
象
に
入
れ
る

こ
と
や
日
数
を
増
や
す

こ
と
を
強
く
求
め
て
き

ま
し
た
。
こ
れ
に
対
し
、

府
教
委
は
日
数
を
当
初

九
月
一
日
よ
り
、
今

ま
で
あ
っ
た
「
子
ど
も

の
看
護
休
暇
」
「
予
防

接
種
・
授
業
参
観
等
の

休
暇
」
が
、
「
子
育
て

休
暇
」
と
し
て
一
本
化

さ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
①
一
暦
年
に

七
日
間
（
子
が
一
人
増

え
る
ご
と
に
一
日
増
、

一
日
・
半
日
・
一
時
間

単
位
）
、
②
対
象
は
中

学
校
卒
業
ま
で
の
子
ど

も
、
③
要
件
は
子
ど
も

の
看
護
、
予
防
接
種
、

授
業
参
観
な
ど
で
す
。

今
回
の
制
度
変
更
の

背
景
に
は
政
府
の
総
務

省
が
「
国
の
制
度
を
上

案
よ
り
一
日
増
や
し
七

日
と
し
ま
し
た
が
、
高

校
生
を
対
象
と
す
る
こ

と
は
認
め
ま
せ
ん
で
し

た
。市

教
組
に
は
現
場
か

ら
、
「
高
校
や
養
護
学

校
高
等
部
の
授
業
参

観
・
三
者
面
談
な
ど
で

学
校
に
行
く
こ
と
は
必

要
」
と
改
善
を
求
め
る

声
が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま

す
。市

教
組
は
今
後
、
制

度
の
徹
底
と
改
善
を
求

め
て
運
動
を
す
す
め
る

こ
と
を
表
明
し
て
い
ま

す
。

予
防
接
種
休
暇 

子
育
て
に
関
す
る
休
暇 

子
ど
も
の
看
護
休
暇 

（
取
得
単
位
…
1
日
、
半
日
、
1
時
間
） 

す
べ
て
中
学
校
卒
業
ま
で 

授
業
参
観
休
暇 

適宜 
対象の子の範囲 
就学前まで （　　　　　 ） 

5日間 

7日間 

対象の子の範囲 
小学校卒業まで 

子の人数が増え 
ても変わらず 

名称、取得単位 
および期間 

対象の子の範囲 

予防接種にBCGを追加 

新たに就学時健診、 
1歳半・3歳児健診も対象に 

小・中学校の入学前の 
1日入学・説明会も対象に 
（高校入学説明会は対象外） 

取得要件の改善点 

（子どもの看護休暇） 

（予防接種休暇） 

（授業参観休暇） 

（　　　　　 ） 

年間6回 

対象の子の範囲 
高校卒業まで 

（学期2回） 

（　　　　　 ） 

New

New

New

New

New

子1人増える 
ごとに1日増 

これまでの制度 2006年9月1日 
子育てに関する休暇制度改善のあらまし 

九
月
よ
り
子
育
て
休
暇
制
度
化

緊
急
宣
伝
行
動

市
政
問
題
学
習
会

父
母
・
府
民
と
と
も
に

教
育
基
本
法
生
か
し
た
学
校
づ
く
り
を

『
市
長
は
辞
職
を
』

市
職
員
相
次
ぐ
不
祥
事

秋の教育大運動はじまる
9・3
スタート集会 秋の教育大運動はじまる

れ
ま
し
た
。
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九
月
七
日
、
教
育
文
化

セ
ン
タ
ー
で
左
京
教
育
大

運
動
ス
タ
ー
ト
集
会
が
開

催
さ
れ
ま
し
た
。
教
職

員
・
地
域
・
他
労
組
を
含

め
約
二
十
人
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。

集
会
で
は
、
嵐
山
小
分

会
西
條
昭
男
さ
ん
が
「
京

都
の
教
育
と
子
ど
も
た

ち
」
と
題
し
て
講
演
さ
れ
、

歪
ん
だ
同
和
教
育
、
ト
ッ

プ
ダ
ウ
ン
の
京
都
市
の
教

育
行
政
を
「
は
し
ゃ
ぐ
教

育
委
員
会
」
と
批

判
し
、
教
育
基
本

法
を
生
か
す
学
校

づ
く
り
を
子
ど

も
・
教
職
員
・
父

母
の
視
点
で
解
明

さ
れ
ま
し
た
。
そ

の
後
、
新
婦
人
、

京
退
教
か
ら
、
教

育
大
運
動
と
教
育

基
本
法
改
悪
法
案

の
廃
案
に
向
け
て

の
運
動
を
広
げ
る

た
め
に
も
、
全
中

学
校
区
で
の
教
育
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九
月
六
日
、
第
二
三
七

回
中
央
委
員
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
安
倍
官
房
長

官
が
九
月
下
旬
か
ら
の
臨

時
国
会
の
「
最
優
先
課
題
」

と
述
べ
て
い
る
、
教
育
基

本
法
改
悪
法
案
の
審
議
が

予
定
さ
れ
て
い
る
情
勢
の

も
と
、
秋
の
た
た
か
い
の

方
針
に
つ
い
て
活
発
に
論

議
さ
れ
ま
し
た
。

執
行
部
か
ら
議
案
提
案

と
と
も
に
、「
京
都
市
職

員
に
よ
る
犯
罪
・
不
祥
事

に
対
し
て
の
声
明
」「
運

動
会
の
『
再
振
替
』
に
つ

い
て
の
市
教
組
見
解
」
に

つ
い
て
の
説
明
を
行
い
ま

し
た
。

討
論
で
は
、
十
三
人
か

ら
多
様
な
分
野
の
発
言
が

あ
り
ま
し
た
。
全
国
教

研
・
原
水
禁
世
界
大
会
へ

の
参
加
報
告
や
、
伏
見
い

っ
せ
い
教
懇
・
東
山
母
親

大
会
・
下
京
星
空
映
画
会

の
取
り
組
み
報
告
が
行
わ

れ
、
専
門
部
か
ら
は
青
年

部
青
年
大
交
流
会
を
成
功

さ
せ
、
そ
の
場
で
新
採
二

年
目
の
方
が
加
入
し
た
こ

と
や
、
栄
養
職
員
部
「
一

校
一
名
署
名
」
の
取
り
組

み
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
職
場
の
取
り
組

み
で
は
、
勧
修
小
分
会
合

宿
や
、
科
学
セ
ン
タ
ー
で

の
ね
ば
り
づ
よ
い
活
動
、

樫
原
中
の
署
名
活
動
な
ど

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
新
設
さ
れ
た

「
子
育
て
休
暇
」
の
対
象

に
、
高
校
生
が
含
ま
れ
て

い
な
い
こ
と
に
つ
い
て
の

見
解
が
求
め
ら
れ
、
執
行

部
か
ら
、
国
水
準
を
上
回

る
こ
と
に
対
し
国
か
ら
不

当
な
圧
力
を
受
け
て
い
る

中
で
、
重
要
な
要
求
と
し

て
交
渉
で
追
及
し
て
き
た

こ
と
、
今
後
の
取
り
組
み

の
課
題
と
す
る
こ
と
が
見

解
表
明
さ
れ
ま
し
た
。

小
宮
山
先
生
の
お
話
で

は
、
子
ど
も
た
ち
の
い
ろ

い
ろ
な
作
品
を
紹
介
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。
ど
れ

も
子
ど
も
た
ち
の
素
直
な

心
の
声
が
書
か
れ
て
い

て
、
そ
れ
を
表
現
で
き
る

学
級
の
雰
囲
気
作
り
が
素

晴
ら
し
い
な
と
感
じ
ま
し

た
。
後
半
は
ぜ
ひ
読
み
聞

か
せ
し
た
く
な
る
よ
う
な

本
の
ネ
タ
を
い
く
つ
も
仕

入
れ
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
幼
稚
園
の
先
生
が
教

え
て
く
だ
さ
っ
た
手
作
り

の
「
朝
顔
」
と
「
ト
ン
ボ
」

の
掲
示
物
も
、
今
す
ぐ
に

で
も
学
級
掲
示
に
使
え
そ

う
で
す
。
私
は
、
今
回
初

め
て
参
加
さ
せ
て
も
ら
い

ま
し
た
が
、
明
日
に
使
え

る
実
践
と
、
皆
さ
ん
の
熱

意
か
ら
元
気
を
も
ら
う
こ

と
が
で
き
ま
し
た
。
行
っ

て
良
か
っ
た
な
と
思
え
る

交
流
会
で
し
た
。

市
教
組
青
年
部
す
て
っ

ぷ
・
あ
っ
ぷ
大
交
流
会
が

九
月
二
日
、
教
育
文
化
セ

ン
タ
ー
で
開
か
れ
、
十
六

人
の
仲
間
（
未
加
入
の
青

年
を
含
む
）
が
参
加
し
ま

し
た
。

教
育
実
践
の
学
習
、
原

水
爆
禁
止
世
界
大
会
に
参

加
し
た
青
年
の
報
告
・
高

橋
先
生
の
裁
判
報
告
も
あ

り
、
充
実
し
た
内
容
で
し

た
。
最
後
に
は
、
組
合
加

入
の
報
告
も
あ
り
、
青
年

部
再
建
の
展
望
を
開
き
ま

し
た
。

懇
談
会
を
実
施
す
る
こ

と
、
教
育
署
名
を
早
急
に

始
め
、
さ
ら
に
そ
の
力
で

「
10
・
１
左
京
教
育
シ
ン

ポ
」
を
成
功
さ
せ
よ
う
と

呼
び
か
け
ら
れ
ま
し
た
。

九
月
九
日
に
西
事
務
所

で
ス
タ
ー
ト
集
会
を
行

い
、
教
職
員
・
地
域
を
含

め
、
約
二
十
人
が
参
加
し

ま
し
た
。

集
会
で
は
弁
護
士
の
近

藤
忠
孝
氏
が
、「
戦
後
最

大
の
悪
法
ラ
ッ
シ
ュ
と
改

憲
問
題
」
と
題
し
て
講
演

さ
れ
、
教
育
基
本
法
改
悪

案
廃
案
の
た
た
か
い
を
憲

法
九
条
改
悪
反
対
と
連
動

し
て
た
た
か
う
重
要
性
を

強
調
さ
れ
ま
し
た
。
参
加

者
か
ら
教
育
条
件
改
善
を

求
め
る
切
実
な
声
が
、

次
々
と
出
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
教
育
署
名
も
提
案
さ

れ
、
教
育
基
本
法
改
悪
反

対
の
新
署
名
と
セ
ッ
ト
で

地
域
に
広
め
て
い
く
意
思

統
一
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

八
月
二
十
七
日
、
キ
ャ

ン
パ
ス
プ
ラ
ザ
京
都
で
教

育
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
と
併
せ

て
二
十
四
人
が
集
ま
り
、

教
育
大
運
動
の
意
思
統
一

を
行
い
ま
し
た
。

八
月
二
十
五
日
に
、
今

年
の
教
育
大
運
動
の
意
思

統
一
が
行
わ
れ
、
九
月
三

日
の
東
山
母
親
大
会
で
署

名
を
訴
え
、
地
域
か
ら
も

署
名
が
集
ま
り
始
め
て
い

ま
す
。

子
ど
も
と
教
育
・
文
化

を
守
る
伏
見
連
絡
会
は
、

八
月
二
十
六
日
に
五
会
場

で
い
っ
せ
い
教
育
懇
談
会

を
開
催
し
、
七
十
五
人
の

父
母
・
地
域
住
民
・
教
職

員
が
参
加
し
ま
し
た
。

懇
談
会
で
は
、
教
育
基

本
法
に
つ
い
て
の
学
習
会

を
行
っ
た
後
、
今
の
学
校

や
地
域
で
の
様
子
に
つ
い

て
話
し
合
い
ま
し
た
。
ど

き
ま
し
た
。
参
加
し
て
み

て
よ
か
っ
た
と
思
い
ま

す
。

（
久
我
会
場
、
父
母
）

b
小
２
の
息
子
が
い
ま
す

が
、
学
校
で
何
か
あ
る
と

ど
う
し
て
も
「
先
生
、
先

生
、
先
生
が
…
」
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
が
、
も
っ

と
大
き
な
力
が
あ
る
も
の

な
ん
だ
と
思
い
ま
し
た
。

（
住
吉
会
場
、
父
母
）

の
会
場
で
も
、
教
師
と

親
・
親
同
士
・
教
師
同
士

が
バ
ラ
バ
ラ
に
な
っ
て
い

る
こ
と
に
対
す
る
憂
い
と

共
に
、
つ
な
が
り
あ
う
こ

と
の
大
切
さ
と
、
こ
う
し

た
懇
談
会
を
続
け
て
い
く

こ
と
を
確
認
し
あ
い
ま
し

た
。

b
身
近
な
こ
と
を
出
し
合

う
中
で
、
教
育
基
本
法
を

身
近
に
感
じ
る
こ
と
が
で

参
加
者
の
感
想

小
栗
栖
小
分
会

関
河
さ
や
か

す
て
っ
ぷ
・
あ
っ
ぷ
大
交
流
会

市
教
組

未
来
を
開
く
青
年
部

「改悪」法案阻止・教育大運動推進を
第237回 市教組中央委員会

支
部
ス
タ
ー
ト
集
会
開
始

切
実
な
教
育
要
求
実
現
に
む
け

支
部
ス
タ
ー
ト
集
会
開
始

左
京
支
部

右
京
支
部

下
京
支
部

東
山
支
部

伏
見
い
っ
せ
い
教
育
懇
談
会

教
育
基
本
法

変えよう学校 ゆっくり楽しく学ぶ場に
～今こそ教育基本法の理想を生かす教育実践を～

第36回京都市教育研究集会第36回京都市教育研究集会
全体会

課題別分科会

教科別分科会

記念講演

10月27日ª
PM5:45～8:30

教育文化センター会場

10月28日º
PM1:30～4:30

京都アスニー・社会福祉会館会場

10月28日º
AM9:30～12:30

市内学校(申請中)会場

「『学力テスト』不参加を決めた犬山市
～教育基本法を生かし豊かな学力を～」（仮題）

中嶋哲彦さん（名古屋大学教授・犬山市教育委員)
文科省の「全国学力テスト」に、いち早く不参加を
決めた犬山市。習熟度別授業でなく少人数教育で、
独自の学力づくりを進める犬山市の教育のめざすも
のを、中嶋哲彦さんのお話から学びましょう。 た

だ
い
ま
レ
ポ
ー
タ
ー
募
集
中

す
べ
て
の
職
場
か
ら
レ
ポ
ー
タ
ー
を
出
し
ま
し
ょ
う
。

自
薦
・
他
薦
ど
ち
ら
も
大
歓
迎
で
す
。

守
ろ
う
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